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ご
相
談
く
だ
さ
い
。

いのちのホットライン竹原

場所　NPO 法人たけはらふれあい館

　　　（中央二丁目 4-3）9 時～ 18 時

※ 6/26 は休館します。

問い合わせ　いのちのホットライン竹原

　　　　　　☎ 22-9102

特設登記・人権相談所

日時　５月 19 日 ( 木 )　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

場所　人権センター

問い合わせ　広島法務局東広島支局　☎ 082-423-7707

行政相談

国の行政への苦情や相談を受け付けます。

問い合わせ　行政相談委員　黒崎　耕二

　　　　　　（忠海中町）☎ 26-0607

国民年金相談日

日時　毎月第 2水曜日 10 時～ 15 時

場所　福祉会館２階会議室

問い合わせ　呉年金事務所　

　　　　　　☎ 0823-22-1691

ふれあい福祉相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　ふれあい福祉相談センター

　　　　　　☎ 22-8986　※祝日は休みです。

◎電話による相談も可。

◇ 5・8・11 月は司法書士が応相談。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　 無料での相談は一人 1回です。

相談内容 日 時間帯

◎一般相談
（どんな相談でも）

毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00
◎ボランティア相談
（活動希望・援助依頼等）

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

◇不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

高齢者総合相談

日時　毎週月～金曜日　8時 30 分～ 17 時 30 分

　※土・日曜日は要望により対応します

問い合わせ　地域包括支援センター　

　　　　　　☎ 22-5494

　　　　　 消費生活相談室便り  
　　アポイントメールセールスにご注意を！

相談内容

○携帯電話への電話がきっかけで、その後メールのやり

　取りをするようになった女性から、勤務先の宝飾店に

　誘われ高額なネックレスを買ったが支払いできない。

○「市内に店舗を出したいのでアンケートに答えてほ

　しい」と言われ、携帯電話の番号を書いた。後日、

　見るだけでいいからと展示会場に誘われ、そこで高

　価なアクセサリーを購入してしまった。

　

　このように、「あなただけ特別」などと本来の販売

目的を隠して誘い出し、高額な商品などの契約をさせ

る手口をアポイントメントセールスと言います。なか

には、異性間の恋愛感情を利用した「デート商法」と

呼ばれるものもあります。

　事例のようなケースは特定商取引に関する法律の対

象となり規制されていますが、クーリングオフ期間を

過ぎると解約が困難になる場合もあります。

　その場の雰囲気に流されず良く考え、不要なものは

はっきり断ることが大切です。

相談窓口　おかしいな、困ったなと思ったら、

　消費生活相談室にご相談ださい。☎２２-６９６５

　　　　
消費者月間講演会

  

　５月は消費者月間です。講演終了後、消

費生活相談室から「消費生活ミニ講座」も

開催します。多数ご参加ください。

日時　５月２４日（火）

　　　１３時３０分～

場所　勤労青少年ホーム３階

テーマ

　「災害に備えて　防災の知識を学ぶ」

講師　

　竹原消防署第２救急係長　

　田房　教孝さん

入場料　無料

問い合わせ

　産業振興課商工振興係

　☎２２-７７４５
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　市民人権標語 　　　小学生の作品　　　かぞくにも　  わすれないでね 　 「ありがとう」

高
齢
者
の
消
費
者
相
談
の
現
状

　

全
国
的
に
、
高
齢
者
や
社
会
的
経
験

の
少
な
い
若
者
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
あ
る
人
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
な

ど
の
消
費
者
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

日
本
で
は
、
４
・
５
人
に
一
人
、
約
２
，

９
０
０
万
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
そ
の
う
ち
約
半
数
の
人
が
一
人
ま
た

は
高
齢
者
同
士
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
全
国
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
生
活
相
談

室
）
に
は
、
毎
日
高
齢
者
を
狙
っ
た
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
、
特
に
70
歳
以
上
の
人
の
高
額
な

被
害
が
目
立
ち
ま
す
。

　

し
か
し
、
内
閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

被
害
に
あ
っ
て
も
、
ど
こ
に
も
相
談
し

な
か
っ
た
と
い
う
高
齢
者
も
多
く
、
実

際
に
相
談
機
関
を
訪
れ
る
人
は
あ
ま
り

多
く
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴

①
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い

　

「
私
は
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
」

と
言
う
人
も
、
話
を
し
て
い
く
と
高
額

な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
悪
質
業
者
は
優
し
い
言
葉
で

近
寄
っ
て
き
て
、
高
齢
者
の
話
し
相
手

に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
ま
さ
か
自
分
が

だ
ま
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
こ
と

も
多
い
の
で
す
。

②
被
害
に
あ
っ
て
も
誰
に
も
相
談
し
な
い

　

被
害
に
あ
っ
た
と
分
か
っ
て
も
、
恥

ず
か
し
く
思
っ
た
り
、
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
と
誰
に
も
相
談
し
な
い
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
ま
さ
れ
た
自
分

が
悪
い
と
自
ら
を
責
め
る
人
も
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
の
中
に
は
「
誰
に
も
言
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
口
止
め
を
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
人
の
気
づ
き
が
大
切

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
が

悪
質
商
法
や
契
約
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
、
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

高
齢
者
と
日
常
的
に
接
し
て
い
る
ま
わ
り
の

人
が
、
高
齢
者
を
見
守
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
す
。

　

家
族
が
遠
く
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
は
、
普
段
家
族
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
高
齢
者
を

見
守
り
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
ら
れ
る

の
は
、
近
所
の
人
や
、
地
域
の
民
生
委
員
、

介
護
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
す
。

　

周
り
の
人
た
ち
が
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
中

の
変
化
に
気
づ
き
、
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ

と
で
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
い
だ

り
、
被
害
の
回
復
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら
相
談
を
！

　

市
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
見
守
り
、
支
え
あ
い
、
高
齢
者

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口

　

消
費
生
活
相
談
室
（
市
役
所
１
階　

産　

 

 
 

業
振
興
課
内
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日(
祝
日
・
年
末
年
始　

  

 
 

を
除
く)

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

　

☎
22-

６
９
６
５

みんなで見守って

高齢者の消費者

トラブルを防ごう

　　　　　　　　男女共同参画推進講演会　
　　　～男女共同参画－今ともに歩み出す時～　共に生き・共に育てる

日時　６月 25 日（土）　13 時 30 分 ～ 15 時

場所　市民館大ホール   入場料　無料

講師　作家／タレント／よい子に読み聞かせ隊隊長　　志茂田　景樹 さん

プロフィール　1940 年静岡県生まれ。中央大学法学部卒。1980 年７月「黄色

　い牙」で直木賞を受賞後、作家活動、タレント活動、ファッションモデル、

　教育講演など多彩な活躍中。家庭における童話絵本の読み聞かせの必要性を

　痛感して読み聞かせボランティアメンバーと共に全国で活躍を行っている。

問い合わせ　人権推進室　☎２２-７７３６


